
ⅡⅡ　　相相談談状状況況

 令和5年度の相談受付件数は8,313件（前年度7,971件）で前年度比104.3％である。

 相談種別で最も多いのは障害相談3,755件で、そのうち知的障害相談が3,691件（障害相談全体

の98.30％）である。

 次いで養護相談が3,596件、うち児童虐待相談が2,749件（養護相談全体の76.45％）となっている。

 経路別受付の状況は市町村（福祉事務所も含む）、家族・親戚からのものが大多数である。

（図２参照）

 また、処理別状況は助言指導が5,431件（面接指導件数の92.13％）と圧倒的に多く、

児童施設入所・通所は85件（総処理件数の1.03％）となっている。（図３参照）
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表１　相談種類別受付状況

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比
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触法行為等

性格行動

不登校

適性

育児・しつけ
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図３　処理別件数 【処理件数8 件の内訳】
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図４　年度別・相談種類別受付件数の推移（保健相談は『その他』に含む）
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養護相談の理由別対応状況(虐待）

　　令和５年度の養護相談の理由別処理件数は、巻末の福祉行政報告例（第49表）に記載。

　その養護相談（理由別）のうち、虐待相談の経路・虐待者・被虐待者の年齢・相談種別処理に

　ついては次のとおりである。

表２　虐待相談の経路　
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ⅢⅢ　　一一時時保保護護のの状状況況

　一時保護は行政処分であり、緊急保護や計画的保護がある。
　一時保護による十分な行動観察、生活指導を行い、子どもたちの適切な援助指針を定めることを目的とし、
次のような児童を保護している。
（１）棄児・迷子・家出等適切な保護者や宿所がない児童、被虐待児童等環境的な問題のある児童
（２）虐待、放任等家庭から引き離す必要のある児童
（３）暴力行為、窃盗・恐喝等ぐ犯や触法行為のある児童
　岐阜県では、中央子ども相談センターと飛騨子ども相談センターに一時保護所が設置されており、西濃・
中濃・東濃子ども相談センターは中央子ども相談センターの保護所を使用している。
　また、一時保護所だけでは対応が困難な場合は、児童福祉施設等に保護を委託しており、それぞれの
状況については各表のとおりである。

■　一時保護所

表１　一時保護状況の推移（年度中対応分）
　      （単位：人・日）

　　　　　　　　　　　年度
内容
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数

         ※　一人あたりの数値は四捨五入で端数調整

　          （単位：人）

０～５歳 ６～１１歳 12～１４歳 １５歳以上 計

平成30年度

西　濃

表２　年度別・年齢別保護状況（年度中受付分）

センター別

令和4年度
令和3年度

中　央

中
　
　
　
　
　
央

飛　騨

令和5年度

令和元年度
令和2年度

飛　騨

中　濃

計

東　濃

図６　被虐待児の年齢・相談種別（年齢区分下の数字は各区分の総件数）
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ⅢⅢ　　一一時時保保護護のの状状況況

　一時保護は行政処分であり、緊急保護や計画的保護がある。
　一時保護による十分な行動観察、生活指導を行い、子どもたちの適切な援助指針を定めることを目的とし、
次のような児童を保護している。
（１）棄児・迷子・家出等適切な保護者や宿所がない児童、被虐待児童等環境的な問題のある児童
（２）虐待、放任等家庭から引き離す必要のある児童
（３）暴力行為、窃盗・恐喝等ぐ犯や触法行為のある児童
　岐阜県では、中央子ども相談センターと飛騨子ども相談センターに一時保護所が設置されており、西濃・
中濃・東濃子ども相談センターは中央子ども相談センターの保護所を使用している。
　また、一時保護所だけでは対応が困難な場合は、児童福祉施設等に保護を委託しており、それぞれの
状況については各表のとおりである。

■　一時保護所

表１　一時保護状況の推移（年度中対応分）
　      （単位：人・日）

　　　　　　　　　　　年度
内容
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数

         ※　一人あたりの数値は四捨五入で端数調整

　          （単位：人）

０～５歳 ６～１１歳 12～１４歳 １５歳以上 計

平成30年度

西　濃

表２　年度別・年齢別保護状況（年度中受付分）

センター別

令和4年度
令和3年度

中　央

中
　
　
　
　
　
央

飛　騨

令和5年度

令和元年度
令和2年度

飛　騨

中　濃

計

東　濃

０～３歳未満

（343 件）

0 200 400 600 800 1000 1200

３～７歳未満

（668 件）

７～１３歳未満

　（1052 件）

１３～１６歳未満

　　（446 件）

　　　１６歳以上

　　（21 件）

身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 ネグレクト

未公表
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